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共時性をめ ぐる謎
ユ ングと物理学者パ ウリの 出会い

　　　　　　　科学的認識の 方法 に つ い ての反 省に は

無意識の領域 に関す る経験まで考 えに 入 れ て行 うべ き とする ユ ン グは 、

　　　　『易経』か らの示唆 を受け、共時性の考 え を提案す る

湯浅泰雄

共
時
性
は

心
理
学
と

自
然
科
学
の

関
係
の

問

題
で

あ
る

　

数
年
前
か

ら

友
人

諸

氏
に

協

力
を
お

願
い

し

て、

ユ

ン

グ

と

パ

ウ

リ
の

往
復
書
簡
集
［

一

九一．一
二

〜
】

九

五

八
］

の

翻

訳
を

進
め

て

い

た

が、

ほ

ぼ

完

成
し、

近
く
BNP

社
か

ら

　

　

　

　
　
　
ハ
エ

ズ

ら

刊

行
の

予

定
で

あ
る

。

こ

の

書
簡

集
お
よ

び

関

連
資
料
の

編

集
は
ユ

ン

グ

の

弟
了
マ

イ

ヤ
ー

の

手
で

早
く

完

成
し

て

い

た

ら

し
い

が、
一

九
九

二

年
に

な
っ

て

よ

う
や

く

刊
行
さ

れ
た

。

二

人
の

没
後

実
に

三

〇

年

以
上

た
っ

て

い

る
。

英
訳

さ

れ
る

の

も

時
間
が
か

か

り、

刊

行
は
二

〇

〇
一

年
で

あ

る。

公

表

が
こ

の

よ

う
に

遅

れ

た

理

由

は
わ

か
ら

な

い

が
、

筆
者
は、

こ

の

著

作
は

非
常

に

重

大
な

内
容
と

価

値
を

も
つ

も
の

と

感

じ

て

い

る
。

　

ユ

ン

グ

と
パ

ウ
リ

は
一

九
五

二

年
に

『

自

然
の

解
明
と

魂

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ヨビ

（
プ
シ

ケ）
』

と
い

う
題

で

共

著
を

刊

行
し

て

い

る
。

こ

の

著

作
に

収
め

ら

れ
た

「
非

因

果

的
連

関
の

原

理
冖

共
時

性」

と

い

う
ユ

ン

グ
の

論
文

は、

い

わ

ゆ
る

共

時

性
（

シ

ン

ク

ロ

ニ

シ
テ

ィ
）

の

考
え

方

に
つ

い

て

の

べ

た

も
の

と

し

て

有
名
で

あ
る

。

パ

ウ
リ

の

論

文
は

「

元

型
的

観

念
が

ケ

プ

ラ
ー

の

科

学
理

論
に

与
え

た

影
響
」

と
い

う
題
で
、

ケ

プ

ラ
ー

の

宇

宙

観
に

つ

い

て

論
じ

た

科
学
史
の

論
文
で

あ

る。

共

時
性
に

は

ふ

れ

て

い

な
い
。

こ

の

た

め、

共
時

性
と
パ

ウ

リ
の

関

係
が

問
題
に

さ

れ

る

よ

う
な
こ

と

は

こ

れ
ま

で

な

か
っ

た。

わ

れ

わ

れ

は

ま

ず

こ

の

点

に
つ

い

て

考
え

を

改

め

る

必

要

が

あ

る
。

共
時

性
と
は

、

ま

さ
に

心

理

学
者
と

物
理

学
者
の

出

会

い

の

場
に

お

い

て

そ
の

意
味
が

問
わ

れ
る

よ

う
な

性
質
の

問

題

な
の

で

あ

る
。

　

ま

ず
共
時

性
に

つ

い

て

理

論

的

な

観
点
か

ら

簡

単
に

定

義

し
て

お
こ

う
。

共

時

性
と

は、

自
然
科
学
の

基

本

原

則
で

あ

る

因
果

性
に

対
比

さ

れ
る

見

方
で、
「

意

味
の

あ
る
（
偶
然
の）

一

致
」

ヨ

雷
巳
口

職
巳

oo
【
口
o

己
 

竃
 

と

い

う

意
味

で

あ

る
。

こ

れ

だ

け
で

は

何
の

こ

と

か
よ

く

わ
か

ら

な
い

が、

こ

こ

に

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　　
ヘ
　　
ヘ

　　
ヘ
　　へ

は、

人

間
の

経

験
と
い

う
も
の

は、

そ

の

経

験
主

体
の

内
部

ヘ

　

ヘ
　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ
　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ
　　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

へ

と

外

部
の

両

方
の

観
点

か
ら

見

る
こ

と

が
で

き

る、

と

い

う

考
え

方
が

前

提
さ

れ
て

い

る。

た

と

え

ば

夢
や

幻

覚
な

ど

イ

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
ヘ
　
　
ヘ　
　
ヘ
　　ヘ
　
　
ヘ
　　
ヘ
　

　
ヘ
　
　

ヘ
　
　
ヘ　
　
ヘ
　　
ヘ

　
　
ヘ

メ

ー

ジ

の

形
で

経

験
さ

れ

る

個

人
の

内

部

心
理

に
お

け

る

出

ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　
ヘ

　
　
ヘ
　

　
ヘ
　
　　
　
　
ヘ　
　
ヘ
　　
ヘ

　
　
ヘ
　　
ヘ
　

　ヘ
　
　
ヘ　
　
ヘ　
　
　
　　
ヘ

　
　
へ

来
事
と、

そ
の

個

人
の

外
部

（
つ

ま

り

自
然

環

境
内）

で

起

ヘ

　
　
ヘ

　　
ヘ
　　
ヘ

　
　
へ

こ

る

出

来

事
と

が、

そ

の

意

味
に

お
い

て
一

致
す
る

と
い

う

こ

と
で

あ
る

。

　

ユ

ン

グ

は

最

初
の

章
で

ア

メ

リ
カ

の

ラ

イ
ン

に

よ
る

ES

P
（
透
視）

の

実
験

を

取

り
上

げ、

こ

の

実

験
結

果
は

科
学

的

方
法
に

基
づ

く
通

常
の

因
果

関

係
で

は

説

明
で

き
な
い

と

の

べ
、

こ

れ
は

共
時
性
の
一

つ

の

事
例
で

あ
る

と

解

釈
す
る

。

た

し

か

に、

透

視

や

テ

レ

パ

シ

ー

の

よ

う

な

超

常

現

象
は

、

　

　

　

　
　
　
　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　　ヘ
　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ
　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
へ

体
験

者
に

と
っ

て

心
理

的

内
部

経
験
と

外
的
（
物
理

的）

出

ヘ

　

ヘ

　

ヘ
　

ヘ

　　
ヘ

　

　

　

　ヘ
　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　　ヘ
　

ヘ

　　
ヘ

　

　

　

　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

へ

来
事
の

間
に

「

意

味
の

あ
る
一

致
」

が

起
こ

っ

て

い

る

事
例

で

あ
る
、

と

言

う
こ

と
が

で

き
る。

そ

う
す
る

と
こ

の

問
題

は、

心
理

学

と

自
然

科
学
の

間
に
は

未

知
の

関
係
が

あ
る

と

い

う
こ

と

を

意
味
す

る
だ

ろ

う。

超
心
理

学
の

波
紋

　
ユ

ン

グ

は

こ

れ
に

つ

づ

く
次
の

章
で

、

歴

史

的
事
例
と

し

て

占

星
術
の

実

験
例
を

取

り
上

げ、
さ

ら

に

古
代
中
国
の
『
易

経
』

の

占
い

や

道
教
の

哲
学
を

あ

げ
、

こ

れ
ら

を

西

洋
の

古

代
哲

学
の

例
と

と

も

に

共
時
性
の

哲
学

（
考
え

方）

の

歴

史

◎ 28
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ト櫞 意識と時空

的

先
駆

と

し
て

い

る
。

し

か

し
こ

の

よ

う

に

雑
然
と

歴

史
的

事
実
を

並
べ

立

て

ら
れ

た

の

で

は、

読
者

は

筋
の

通
っ

た

理

解
を

す
る
こ

と

は

で

き
な
い

だ

ろ

う。

ユ

ン

グ

の

弟

子
た

ち

の

問
で

も、

共
時

性
に

つ

い

て

の

評

価
は

真
っ

二

つ

に

分
か

れ

て

い

て、
こ

れ

に

全

く
意
味

を

認
め

な
い

人
た

ち
も

多
い

。

と

こ

ろ

が

そ

れ
に

も

か
か

わ

ら

ず、

共
時
性
の

提

案
は

、

パ

ウ

リ
と
ユ

ン

グ
が

共
に

世
を

去
っ

た

後
、

次

第
に

人
々

の

関

心
と

注
目

を

集
め

る

よ

う
に

な

り、
一

九

七

〇

年

代
に

は
「

精

神

世

界
」

と

か
「
ニ

ュ

ー

サ

イ
エ

ン

ス
」

と
よ

ば

れ

る

運

動

が

起
っ

て、

ア

カ

デ

ミ

ズ

ム

の

学
界

ば
か

り
で

な

く
社

会
全

体
に、

超

心

理

学
が

か

ら
ん

だ
い

わ

ゆ
る

オ
カ

ル

ト

的

論

争

が

流

行
す
る

よ

う
に

な
っ

て

き

た
の

で

あ
る。

　

ま

ず
一

般
社

会
で

は、

大
衆
ジ
ャ

ー

ナ
リ

ズ

ム

を

舞
台
に

し

て

「

超
能
力
」

ブ

ー

ム

が

起
こ

っ

た

（
イ

ギ

リ
ス

の

超

能

力
者
ユ

リ
・

ゲ

ラ

ー

が

来

日
し

て

テ

レ

ビ

に

登

場
し
た

の

は

一

九

七

四

年
で

あ
る

〉

。

こ

れ
に

呼
応

し
て

流
行

し
た

ニ

ュ

ー

サ

イ
エ

ン

ス

の

運

動
で

は、

心

理

学
者

に

代
わ
っ

て

物
理

学

者
が

主

役
に

な
っ

た
。

物

理

学

者
の

ピ

ー
ト

は、
一

九

七
一ユ ン グ

年
ロ

ン

ド
ン

で

有

名
な

物
理

学

者
デ

ヴ
ィ

ッ

ド
・

ボ

ー
ム

と

共

同
研
究

を
行
っ

て

か
ら
ユ

ン

グ

の

集

合
的
無

意
識

に

関

心

を

も
つ

よ

う
に

な

り、

ユ

ン

グ

と

パ

ウ

リ
の

関

係
を

詳
し

く

　

　
ロ
ヨレ

調
べ

た
。

ピ

ー

ト

の

調
査

に

よ

れ

ば、

ユ

ン

グ
に

対
し

て

共

時

性
に

つ

い

て

発
言
す
る

よ

う
に

強

く
勧
め

た
の

は

パ

ウ

リ

だ

っ

た

の

で

あ
る

。

　
ユ

ン

グ

は

ラ

イ

ン

の

研

究
に

価

値
を

認
め

た

が、

こ

れ

を

そ
の

ま
ま

受

け

人
れ

た
わ

け
で

は

な

く、

彼
独
自
の

方
法
論

的

（
つ

ま

り

哲

学

的）

観

点
に

立

っ

て

そ
の

意
味

を
と

ら

え

直
し

て

い

る。

大

事
な
の

は
こ

の

点
で

あ
る

。

ラ

イ
ン

は、

超

常
現
象
を

実

験

心

理

学

内

部
の

問
題

に

限

定
し

て

い

た
。

し

か

し
ユ

ン

グ

は
、

こ

の

間
題

は

集

合
的

無

意
識

の

観

点
か

ら

と

ら

え
る

べ

き
で

あ

る
と

考
え

た
。

そ

う

す
る

と

超

常
現

　

　

　
ヘ　
　
ヘ　　
ヘ　　
ヘ
　　ヘ
　
　
ヘ
　　
ヘ　　ヘ　
　
ヘ　　
ヘ
　　ヘ
　
　
ヘ　
　
ヘ　　
ヘ
　
　
ヘ　
　
ヘ　　ヘ
　
　ヘ
　
　
ヘ　
　
へ

象
は、

自
然

空

間

を

超
個

的
な

集
合

的

無
意

識
の

場
と

し
て

ヘ

　

ヘ

　

ヘ
　

ヘ

　

ヘ

　

へ

と

ら

え

る

見
方
を

み

ち
び

く
こ

と

に

な
る

だ
ろ

う。

物

理

学

者
は

果
た

し

て

こ

ん

な

こ

と

を

認
め

る

だ

ろ

う

か
。

　一

方
、

パ

ウ

リ

が
ラ

イ

ン

の

超
心

理

学

研
究

を

支
持
し
て

い

た
こ

と

は、

ユ

ン

グ

心

理

学

に
つ

い

て

論
じ

た

彼
の

論

文
か

ら

物

理

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ハ
らロ

学

者
に

は
よ

く
知
ら

れ
て

い

た
。

今
回
の

往
復

書

簡
と

関

連

資

料
に

よ
れ

ば、

パ

ウ
リ

は

物

理

学
者
と

し

て

の

立

場
か

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヘ　
　
ヘ
　　
ヘ
　　
ヘ

　
　
ヘ　
　
ヘ　　
ヘ
　
　
エ　　
ヘ
　　
ヘ

　
　
ヘ　
　
ヘ
　　
ヘ　　
へ

積

極
的
に

協
力
し

て、

自
然

科
学
の

認
識

方
法
と

無
意
識
の

ヘ

　
　
ヘ　
　
ヘ　　
ヘ
　
　

ヘ
　　
ヘ

　
　
ヘ　
　
ヘ
　　ヘ
　
　
へ

心

理

学
の

関

係
を

考
え
る

と
い

う
驚
く

べ

き
構
想

を
立

て

て

い

る

の

で

あ
る

。

空

間
を

何
ら

か
の

エ

ネ
ル

ギ

ー

の

「

作
用

の

場
」

と

見
る

こ

と

は

物
理

学
者
に

と
っ

て

は

何
で

も
な
い

こ

と

だ
、

と

彼
は

言
っ

て

い

る。

要

す
る

に

こ

の

二

人
に

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヘ　
　

ヘ　　
ヘ
　　　
ヘ
　　ヘ
　
　

ヘ　
　　
ヘ　　
ヘ　
　

ヘ
　
　　
ヘ
　　ヘ　　
ヘ　　
ヘ　
　　
へ

る

共

時
性
の

提

案
は、

科

学
に

よ

る

自
然

認

識
の

方

法
と

無

ヘ
　　ヘ
　
　
ヘ　
　
ヘ　
　
ヘ　　ヘ
　
　ヘ
　
　
ヘ　
　
ヘ　　
ヘ
　　
ヘ

　
　
ヘ　　
ヘ
　　ヘ
　
　
ヘ　
　
ヘ　　ヘ　
　
へ

意
識
の

領
域

に

あ
る

人

間
の

潜
在

能

力
の

関

係
に
つ

い

て

考

え

た

最

初
の

試

み
で

あ

る、

と

言
う
こ

と

が
で

き
る。

こ

れ

は

次
の

時
代
の

思

想
と

学

問
の

あ

り

方
に

対

し
て

予
言

者

的

意

味

を
も
っ

た

主

張
で

あ
っ

た
。

パ

ウ

リ
の

青
春
と

悲
し
み

　

理

屈
っ

ぽ

い

議
論
は

こ

こ

で

ひ

と

ま

ず
中

断
し、
次
に

は、

読
者
が

あ
ま

り
ご

存

じ

な
い

パ

ウ

リ
の

生

涯
と

体
験
に

注
目

し
な

が

ら

話
を

進
め

よ

う
。

物
理

学
に

関
連

す
る

部

分
は

無

論

専
門

家
の

解

説
の

受

け

売
り
で

あ

る
。

　
パ

ウ

リ

名
o
罵
mq

穹
幀

勺
国

自

2

九

〇

〇

1
一

九

五

八
）

の

祖
父

ヤ
コ

プ
・
パ

ッ

シ
ェ

レ

ス

は

プ

ラ
ハ

の

ユ

ダ

ヤ

人

社

会

で

有
名
な

人

で、

作

家
フ

ラ

ン

ツ
・

カ

フ

カ

の

成

人

式

の

司

会

を

し

た

人

で

あ
る

。

そ
の

息

子
で

ウ
ォ

ル

フ

ガ

ン

ク

の

父

に

あ

た

る

同

名
の

ウ

ォ

ル

フ

ガ

ン

ク
・

ヨ

セ

ブ

は

プ

ラ

ハ

で

学

ん

だ

後、
一

八

九

二

年
に

ウ

ィ

ー
ン

に

移
っ

て

カ

ト

リ
ッ

ク

に

改
宗
し、

新
し

い

姓
パ

ウ

リ

を

選

ん

だ。

一

八
九

九

年
ベ

ル

タ
・

カ

ミ

ー

ラ
・

シ
ュ

ッ

ツ

と

結

婚、

翌

年
息

子
ウ

ォ

ル

フ

ガ

ン

ク

が

生

ま

れ
た

。

こ

の

父

は

ウ
ィ

ー

ン

大

学

医

学
部
の

教
授
に

な

り、

有

名
な

物

理

学
者
マ

ッ

ハ

を

尊
敬
し

て

い

た

の

で、

教
会
で

幼

児
洗
礼

を

受
け

る
と

き

の

代
父

を
マ

ッ

ハ

に

頼
ん

で

い

る

（
パ

ウ

リ
の

年
齢
は一
一

〇

世

紀
の

年
数
と

同
じ

な
の

で
、

彼
を
め

ぐ
る

事
件
と

年

齢
の

関

連
を

み
る

の

に

は

便
利）

。

　

幼
少

年

期
の

こ

と

は

省

略

し
て、
一

九
一

八

年
パ

ウ

リ
は

ミ

ュ

ン

ヘ

ン

大

学
に

入
っ

て

ゾ

ン

マ

ー
フ

ェ

ル

ト
か

ら

物

理

学

を
学
ぶ

。

一

年
後

輩
に
ハ

イ
ゼ

ン
ベ

ル

ク

が

い

た
。

卒

業

後、

彼
は
一

九．

二

年
か

ら
二

二

年
に

か

け
て

マ

ッ

ク

ス
・

ボ
ル

ン

の

助

手
と

し

て

ゲ
ッ

テ

イ

ン

ゲ

ン

で

過
ご

し

た

が、

ニ

ル

ス
・

ボ
ー

ア

と

知
り
合
い
、

そ
の

招

待
で
一

年

間
コ

ペ

ン

ハ

ー

ゲ

ン

の

ボ

ー

ア

の

も

と

で

研

究
す
る

。

翌
一

九
二

三
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年、

パ

ウ
リ

は

ゾ

ン

マ

ー

フ

ェ

ル

ト

の

弟

子
レ

ン

ツ

の

助
手

と

し

て
ハ

ン

ブ

ル

ク
の

物
理

学
研

究
所

に

勤
務、

こ

の

地

で

多
く
の

新
し

い

友
人
と

交
わ

り、

名
目

だ

け
だ

が

大

学

教
授

資
格
を

得
た

．

ハ

ン

ブ

ル

ク

で

の

生

活
は

以

後
六

年

に

及
ぶ

の

で、

パ

ウ

リ

は

二

〇

代
の

青

春
時
代

を
こ

の

地
で

送
っ

た

と

言
っ

て

よ

い

だ

ろ

う
。

こ

の

間、
一

九
二

五

年
に

有
名
な

パ

ウ

リ
の

排
他

原

理
m

肖
E
匹
o
肖

胃
冒
∩

旦
 

を

発

表
し

て

い

る。

こ

れ

は

原

子

核
の

周
囲
を

め

ぐ

る

電
子
の

軌

道
遷
移

に

関

す
る

法
則

で、

彼
が

後
に

ノ

ー
ベ

ル

物
理

学

賞

を
得
た
の

は

こ

の

業
績

に

よ

る
。

わ

ず
か

二

五

歳
で

こ

の

よ

う
な

す
ば

ら

し
い

業
績

を
あ

げ
、

パ

ウ

リ

の

名

前
は

物

理

学

界
で
一

挙

に

知
ら

れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

こ

う
し
て

彼
は
．

九
二

八

年
、

チ
ュ

ー

リ
ヒ

連
邦
工

科
大

学
（
ETH

）

の

教
授
に

招

か
れ

た

の

で

あ

る
。

　

表
面

的

に

み

れ

ば

こ

の

時

期
の

パ

ウ

リ
の

生

活
は

順

調

だ
っ

た

よ

う
に

み

え

る

が
、

実
は

彼
の

身

辺
に

は

精

神

的

危

機

が

忍

び

寄
っ

て

い

た
。

チ

ュ

ー

リ

ヒ

に

招

か

れ

る

前

年

（
一

九．
一
七）
、

彼
の

母

親
が

四
八

歳
で

服

毒
自

殺

し

た．、

両

親
は

既
に

早
く

離

婚
し

て

い

た

の

だ

が
、

母

親
の

死
は

彼
に

と
っ

て

大
き

な
シ
ョ

ッ

ク

を

与
え、

彼
の

生

活
は

す
っ

か

り

乱
れ
て

し

ま
っ

た
。

　

往

復

書
簡

集
の

中
に、

パ

ウ

リ
が

晩
年
の
一

九

五

六

年
に

ユ

ン

グ

に

宛

て

て

書
い

た

論

文
調
の

長
い

書
簡
69
が

あ

る

が、

そ
の

中
に

ハ

ン

ブ
ル

ク

時

代
の

こ

と

を

記
し

た
一

節
が

あ
る

。

彼

は

当

時
の

思
い

出
に

ふ

れ

な

が
ら、

自
分
の

精
神

的

状

況
に

つ

い

て

回

想

的
に

告

白
し

て

い

る
。

　
「

私
は

ハ

ン

ブ

ル

ク

に

は

も

う
長
い

間
行
っ

て

い

な

か
っ

た
の

で

す

が、

講
演
を

頼
ま
れ

た

こ

と
か

ら、

私
の

名
前
と

宿

泊
先
の

ホ

テ

ル

の

名
前
が

新

聞
に

の

り
ま

し

た
。

こ

の

こ

と
が

ロ

マ

ン

テ

ィ

ッ

ク

な

出

来

事
を

も
た

ら

し

て

く
れ

ま

し

た
。

三

〇

年
前
ハ

ン

ブ

ル

ク

で

知
り

合
っ

て

い

た

が
全

く

忘

れ

て

い

た

あ
る

女
性
が

連
絡
し

て

き

た

の

で

す。

彼
女
を

知
っ

て

い

た

の

は

そ
の

若
い

少

女
時

代
で

す。

彼

女
は

モ

ル

ヒ

ネ

に

お
ぼ

れ
て

お

り、

や

が

て

消

息
を

絶
っ

て

し
ま
っ

た

の

で

す
。

一
一

月
二

九

口
の
一

七

時
、

彼
女

は

電

話
を

よ
こ

し、

私
は
一

二

月
一

日

に

彼

女

と

二

時
間
を

過
ご

し

ま

し

た。

出

会
っ

た
の

は

列

車
の

駅
で
、

私
が

帰

る
チ
ュ

ー

リ
ヒ

行
き
の

寝
台

急

行
が

止

ま
っ

て

い

る

ホ

ー
ム

で

し

た
。

そ
の

一
、

時

間
の

間
に
、

私
の

三

〇

年
の

全
生

涯

が

過
ぎ

て

ゆ

き
ま

し

た。

彼
女
は

モ

ル

ヒ

ネ
中
毒
か

ら

癒

さ
れ、

結

婚

し
、

そ

し

て

離

婚
し
て

い

ま

し
た

。

時

代
の

歴

史

的

背
景
と

し
て

は、

あ

の

戦

争
と

ナ

チ
ズ

ム

と

が

あ

り

ま

し

た。

…

…

三

〇

年

前、

私
の

神

経
症
は

女
性
関

係
に

お
い

て
、

昼
の

生

活
と

夜

の

生

活
の

完
全

な

分

裂
に

は
っ

き

り

と

示
さ

れ
て

い

た

の

で

す
。

…

…
チ
ュ

ー

リ
ヒ

に

帰
る

急

行

列

車
の

中
で
、

私
の

心

は

た

だ

ひ
と

り
一

九

二

八

年
に

戻
っ

て

い

ま

し
た
。

私
は

当

時

（
チ
ュ

ー

リ

ヒ

で

の）

新
し

い

教

授

職
と

あ
の

す
さ

ま
じ

い

神
経
症
へ

と、

こ

の

同
じ

道

を

向
か
っ

て

い

た

の

で

す。
」

孤

独
な
魂

　
一

九
二

八

年、

パ

ウ
リ

は

チ
ュ

ー

リ
ヒ

連

邦
工

科
大
学
で

理

論
物

理

学
の

講

義

を
始

め
た

が、

準

備
不
足

で

学
生

を

惑

わ

せ

た
。

翌
一

九
二

九

年
の

暮
れ、

彼
は

ベ

ル

リ
ン

で

ダ

ン

ス

学
校
の

若
い

演

技

者
ケ

ー
テ
・
デ

プ

ナ
ー

と

結

婚

し
た

が、

一

年
も
た

た

ず

に

離

婚
し
た
。

ピ

ー

ト
に

よ

れ
ば
、

彼
女

は

三

流
の

キ

ャ

バ

レ

ー

歌
手
で
、

結
婚
し

て

数

週

間
で

彼
を

捨

て

て

家
を

出

て

し

ま
っ

た
。

ケ

ー

テ

は
ベ

ル

リ

ン

で

暮
ら

し
、

ハ

ン

ブ

ル

ク

に

は

ほ

と
ん

ど

い

な

か
っ

た
よ

う
で

あ
る。

パ

ウ

リ
は

タ

バ

コ

を

吸
い
、

大
酒

飲

み
に

な

り、

酒

場
で

喧

嘩

し
て

叩
き

出

さ
れ

る

よ

う
な

生

活

を
送
っ

て

い

た。

心

配
し

た
父

親
が

同
じ

チ
ュ

ー
リ

ヒ

連

邦
工

科
大

学
に

い

た

ユ

ン

グ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ
るり

の

治
療
を

受
け
る

よ

う
に

す
す
め

た
の

で

あ
る。

　
ユ

ン

グ
は

最
初

若
い

駆
け

出
し

の

女

医
エ

ル

ナ
・

ロ

ー

ゼ

ン

バ

ウ

ム

に

命
じ

て、

パ

ウ

リ
と

面

接
し

て

そ
の

夢
に

つ

い

て

の

詳

し
い

報
告

を

提
出

さ
せ

た。

パ

ウ

リ
の

報

告
は

詳
細

で

綿
密

な

内
容
の

も
の

だ
っ

た

よ

う
で

あ
る。

ユ

ン

グ

は

そ

れ

ら
の

夢
を

分

析

し

解
釈

し
て

か

ら

後
に

初
め

て

面

接
し
て

い

る
。

治
療
は
一

九

三

〇

年
か

ら

始
め

ら

れ、
一

九
三

四

年

に

終

了
し

た
。

こ

の

年
パ

ウ

リ

は

フ

ラ

ン

カ
・
ベ

ル

ト

ラ

ム

と

結

婚、

彼
女
は

彼
の

人
生

を

最

後
ま

で

見

届
け

る

相

手
と

な
っ

た。

往

復
書
簡
は

治

療
が

峠
を

越

え

た
一

九

三

二

年
か

ら

始

ま
っ

て

い

る．、

た

だ
し、

学

者
と

し
て

の

表
面
の

経
歴

を

見
て

い

る
だ

け
で

は
、

パ

ウ

リ

が

こ

の

時
代
に

こ

の

よ

う

な
す

さ

ま

じ
い

精
神

的

危
機
を

経
験

し
て

い

た

と
は

と

て

も

思
え

な
い
。

彼
は
一

九一、

6
年

か
ら

翌

年
に

か

け
て
、

ニ

ュ

ー

◎ 30
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」
−

・・ 意識と時空

ト

リ
ノ

の

存
在
を

予

言

す
る

有

名
な

理

論
を

完
成

し

て

い

る

の

で

あ
る

。

　
医
師
と

患
者
と

し

て

の

ユ

ン

グ

と
パ

ウ

リ
の

関
係
を

示
す

記
録
と

し
て

は
、

ユ

ン

グ

の

晩

年
の

大

著

『
心

理
学
と

錬
金

術』
（
一

九

四

四）

が

あ

る
。

こ

の

本
の

第
二

部
は

あ
る

イ

ン

テ

リ

患

者
の

夢
や

幻
覚
を

集
め
て

分
析

し

た
と

記
さ

れ

て

い

る

が、

今
で

は
こ

の

患

者
が
パ

ウ

リ

で

あ

る
こ

と

が

明
ら

か
に

な
っ

て

い

る
。

ユ

ン

グ
の

錬
金
術
研
究
は
パ

ウ

リ

自
身

が

残
し

た

夢
の

記

録
な

し

に

は

あ

り

得

な

か
っ

た

だ

ろ

う、

と
い

う
感
が

深
い
。

　
パ

ウ

リ

の

手
紙
の

中
に

は、

時
々
、

内
心
の

孤

独

な

思
い

を

告

白
し

た

印
象
に

残
る

文
が

あ
る。
一

九

三

四

年
の

書

簡

30
に

、

彼
は

ク

ラ

ウ

ス

師

記
念

教
会

を

訪

れ
た

と

き
の

印
象

を

記

し
て

い

る
。

ク

ラ

ウ
ス

師

ゆ

≡
住

Φ

『

匿
留
ω

（
乞
畔
o

冨
露
ω

＜
o
⇒

固
⊆
ρ

一

四
一

七

−
八

七）

と
い

う
の

は

中
世
の

有

名

な
修
道

者
で、

ス

イ

ス

の

守
護
聖
人

に

定
め

ら

れ
て

い

る

人

で

あ
る。

　
「

私

は

ク

ラ

ウ

ス

師
の

会

堂

を

長
い

間

訪

れ、

そ
こ

に

掲

げ
ら

れ

た

絵
画
を

見

ま
し

た
。

そ

れ
は

彼
の

見

た

ヴ
ィ

ジ

ョ

ン

を
示
し
た

も
の

で

し
た

。

私
は

す
っ

か

り
そ

れ

ら

に

魅
了

さ

れ、

そ
れ

ら

と
の

直

接
的

な
つ

な

が

り

を

強
く
感
じ

ま

し

た
。

彼
の

生

涯
は、

彼

が

家
族

を
捨

て

て

荒

野
に

入
っ

た
と

き

に

全

く
転
倒
し

て

し

ま
い

ま

し
た。

そ

し
て

彼
は

三

位
一

体
に

つ

い

て

の

特

殊
な

幻

像
を

見
る

の

で

す

が、

そ
れ

は

彼

に

恐

怖
の

驚

き
を

与
え

ま
し

た
。

…

…

彼
は

何

か

世

界
の

終

末
の

よ

う
な

ヴ
ィ

ジ
ョ

ン

を

見
た
に

違
い

あ

り

ま
せ

ん
．

三

位
一

体
と
の

関

係

は
、

私

に
は

全

く

よ

く
理

解

で

き

る
の

で

す
。

と

い

う
の

は
、

私
も

か
つ

て

夢
で
三

位
一

体
が

三

拍
子

の

リ

ズ

ム

に

変

わ

る
こ

と

（
〈

世

界
時

計
〉

）

を

経
験

し
た

こ

と

が

あ

る

か

ら
で

す
」

　
こ

の

世

界
時

計
の

ヴ

ィ

ジ
ョ

ン

と
い

う
の

は

『

心

理

学
と

錬

金
術
』

第
二

部
第
三

章
に

み

え

る

「

宇

宙

時
計
の

幻

覚
」

を

指
し

て

い

る。

こ

の

箇

所
に

つ

い

て

ユ

ン

グ

は

次
の

よ

う

に

記
し

て

い

る。

　
「

こ

の

夢
は

夢
見

者
（
パ

ウ

リ）

に

非
常
に

深
い

、

い

つ

ま

で

も

心
に

焼
き
つ

い

て

忘

れ
る

こ

と

の

で

き

な
い

印

象、

夢
見

者
自
身
の

表
現

を

借
り

れ
ば

〈
調
和
の

極
致
〉

の

印
象

　

　

　
ロ
らロ

を

与

え
た
」

パ

ウ

リ
効
果

　
ピ

ー

ト

に

よ

る
と
、

ユ

ン

グ

が

共
時
性
に

つ

い

て

少

し

ず

つ

発
表
す
る

よ

う

に

な
っ

た

の

は
パ

ウ

リ
の

勧
め

に

よ

る

も

の

だ

と

い

う
。

ピ

ー

ト
は

こ

の

こ

と
に

関
連

し
て
、

物
理

学

者
た

ち
の

間
で

語
り
草
に

な
っ

て

い

る

「

パ

ウ

リ

効

果
」

に

つ

い

て

の

べ

て

い

る。

パ

ウ

リ

効
果
の

こ

と

は

彼

に
つ

い

て

必

ず

語

ら

れ
る

有
名
な

逸

話
で

あ
る

が、

こ

こ

で

は
パ

ウ

リ

の

身
近

に
い

た

弟
子
フ

ィ

ル

ツ

の

文
を

引

用

し
て

お
こ

う
。

　
「

ま
っ

た

く

観
念

的
で

な
い

実
験
物
理

学

者
で

さ

え、

奇

妙

な

効

果

が
パ

ウ

リ

か

ら
生

じ
る

こ

と

を
確
信
し
て

い

た
。

例
え

ば
、

彼
が

実
験

室
に

い

る

だ

け
で

あ
ら

ゆ

る

類
い

の

実

験

的

災
難
（
実
験
装

置
の

故

障
な

ど）

が

起
こ

る
。

彼
は

人

を
ペ

テ

ン

に

か

け
る
と

信
じ
ら

れ

て

い

た
。

こ

れ

が

「

パ

ウ

リ

効

果
」

で

あ
っ

た
。

そ
の

た

め、

有

名
な
分
子
ビ

ー
ム

の

芸

術

家

で

あ
り

親
友
で

も
あ
っ

た

オ

ッ

ト

ー
・

シ
ュ

テ

ル

ン

は、

絶
対
に
パ

ウ

リ
を

彼
の

研

究

室
に

入

れ

な

か
っ

た
。

こ

れ

は

決
し

て

単

な

る

伝
説
で

は

な
い

、

私

は
パ

ウ
リ

と

シ
ュ

テ

ル

ン

の

ど

ち

ら

を
も

良

く
知
っ

て

い

る

の

だ

1
　
パ

ウ

リ

自

身
、

す
っ

か

り
そ
の

効
果
を

信
じ

て

い

た
。

彼
は
一

度
私

に

次
の

よ

う

に

語
っ

た
こ

と

が

あ
る

。

あ
る

時
彼
は、

災
い

の

前

兆
を

不
快
な

緊

張
感
と

し

て

感
じ

取
っ

た
。

そ

し

て

そ

の

瞬
間、

彼

が

予

見

し

た

災
難
が

実

際

…

…

他
の

人

物
を

…

…

襲
っ

た
。

そ

し
て

奇
妙

に

も、

彼
は

解

放

さ

れ

荷
が

軽

く
な

る
の

を

感
じ

た
。

パ

ウ

リ

効
果

を
ユ

ン

グ

が

考
案
し

た

共

時
的

現

象
と

し

て

理

解

す
る
と

大

変

道
理

に

か

な
っ

て

い

　

　

　

　

　
ハ
うけ

る
よ

う
に

思

う
。

」

　

パ

ウ

リ

効
果

を
共
時

性
と

し

て

理

解

す
る

と

い

う
フ

ィ

ル

　
ツ

の

意
見
は、

こ

れ
は

明
ら

か

に

ラ

イ
ン

の

い

う
超

常

現

象

で

あ
る

と

い

う

意

味
で

あ
る

。

本

人
は

自
覚
し
て

い

な

い

の

　
に

PK

（
念
力）

が

無

意
識
の

う
ち
に

発

動
し

た
、

と

い

う

　
こ

と

で

あ
ろ

う
。

　

　
ユ

ン

グ

が

超
心
理

学
研
究

を

知
っ

た

の

は、
一

九
三

四

年

　
に
ラ

イ

ン

が

そ
の

著
作
『

超
感
覚
的
知

覚
』

，

閣
図

q
甲
Qり

雪
 

o

亳

　
勹
Φ

円
 

鷺
δ
印

、

を
送
っ

て

き
て、

ユ

ン

グ

が

若
い

こ

ろ

経
験

　
し
た

超

常
現
象

に
つ

い

て

公

表
し
て

ほ

し
い

と

求
め

た
た

め

　
で

あ
る

。

ラ

イ
ン

は
、

こ

の

よ

う

な

現

象
は

実
験
心
理

学
の

　
研
究

対

象
と

な

る
一

般

性
の

あ
る

経

験
だ

と

主

張
し

た

の

で

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　ロ
アけ

　
あ
る

。

そ
れ

か

ら

二

人

の

問
で

手

紙
の

往
復

が

始

ま

る

が、

　
ユ

ン

グ

は
こ

う
い

う
現

象
は

無

意
識
の

観
点
か

ら

考
察
す
べ

　
き
だ

と
い

う

考
え
を

も
つ

よ

う
に

な

る。

ユ

ン

グ

は

ラ

イ

ン

　
の

研

究
を

知
っ

て

か

ら、

超
常
現

象
と

物

理

現
象
の

問
に

は

　
無

意

識

領
域
の

は
た

ら

き

を

介
す
る

独
特

な、

つ

ま
り

心
理

「

学
的
で

あ
る

と

同

時
に

物
理

学
的

な

意
味
を

も
つ

現

象
が

起

…

こ
っ

て

い

る、

と

考

え
た
の

で

あ

る
。

同
じ
一

九

三

四

年
の

　
パ

ウ

リ

書

簡
7
に

よ

る
と、

ユ

ン

グ
は
パ

ウ

リ

に

対
し

て

心

…

霊

現

象
に

関

す
る

エ

ッ

セ

イ

を

送
り、

超
常
現

象
に
つ

い

て

…

研

究

し

て

い

る

物

理

学
者
を
紹
介
し

て

ほ

し
い

と

依
頼
し、
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」
−

パ

ウ
リ

は
ヨ

ル

ダ
ン

と

い

う
学
者
を

紹

介
し

て

い

る。

パ

ウ

リ

自
身
は

当

初
超

心
理

学
に

は

無

関

心
だ
っ

た

が、

ユ

ン

グ

の

関
心
の

内
容
を

知
っ

て

か

ら、

次
第
に

彼
自
身
の

経
験

す

る
パ

ウ

リ

効
果
に
つ

い

て

考
え

始
め
、

こ

こ

に
は

科
学
的

認

識

に

関
す

る

重

要

な

方

法
論
的

問

題

が

あ

る

と

感
じ

る

に

至
っ

た
の

で

あ

る
。

一

九

四

八

年
の

日

付
の

あ
る

往

復

書
簡

34
の

初
め

の

部

分
に

パ

ウ

リ

は

次
の

よ

う

に

記
し

て

い

る
。

　
「

ち
ょ

う
ど
ユ

ン

グ

研
究
所
設
立
の

際
に

、

花
瓶
を
ひ
っ

く

り
返

す
面
白
い
「

パ

ウ

リ
効

果
」

が

起
こ

っ

た

の

で、
私
は
（

あ

な

た
か

ら

教
わ
っ

た

象
徴

的

言
い

回

し
で

言
え

ば）

内

部
に

た

ま
っ

た

水
は

空
つ

ぼ
に

し

な

け
れ

ば

な
ら

な
い

、

と
い

う

直
接

的
で

生

き
生

き

し
た

印

象
を

受

け

ま
し

た
。

心

理

学
と

物

理

学
の

問
の

関

連
は

あ

な
た
の

話
の

比

較
的

重
要
な

部
分

を

占
め

て

い

る

の

で、

私
に

は、

自
分
が

何

を

な
す
べ

き

か

と
い

う
こ

と

が

ま

す
ま

す
明

ら
か

に

な
っ

て

き
ま
し

た
。

」

　
つ

ま

り
心

理

学

者
ユ

ン

グ

と

物

理

学
者
パ

ウ

リ

が

共
に

超

常

現

象
の

体
験

者
だ
っ

た

た

め

に
、

ラ

イ
ン

の

研
究
は
、

心

理

学
と

物
理

学
の

間
に

は

ど

う
い

う
関
係

が
あ
る

か

と
い

う

哲
学
的

な

方
法

論
的

課
題

を

引
き
出

す
こ

と

に

な
っ

た
の

で

あ
る。

◎

注

（
1）
、

毛
o
咤

讐
oq

評
巳

ε
己
OO

」

目
瞬

国
冒

ロσ

譜
蕁
臼
け

暄

　
一

り

9。

bQ−
一

Φ
 

Q 。．．旧
汀
气

oq．

○

〉’

ζ
虫

費呻
ω

賈
ヨ
ぴq9

°
一

ゆ

露゚

　（．、
〉

ε
目

き
臣

〉
「

o
げ

Φ

蔓

需
「
→

冨
勺

聟
＝

＼

冒
　

oq
い
 

簿

賃
。゚

　
一

 

し 。

卜。−一
霧
Q。．．「

巴゚

げ
く

○

〉．
ζ
 

δ
さ

勹
「

言
6
巾

8
昌

9
”、

　

80
ご

（
2
）
ユ

ン

グ

／
パ

ウ
リ

（
河
合

隼

雄・
村
上

陽
一

郎

訳）
「

自

　

然
現

象
と

心
の

構
造』

海

鳴
社、
一

九

七

六
。

（
3）

ピ

ー

ト

（
管
啓

次

郎

訳
）

『

シ

ン

ク

ロ

ニ

シ

テ

ィ
』

サ

　
ン

マ

ー

ク

文

庫
、

 

九

九

八
。

（

4）

パ

ウ

リ

（

エ

ン

ズ

／
メ

イ
ン

編、

岡
野

啓
介

訳）
『

物

　
理

学
と

哲
学
に

関

す
る

随
筆
集
』

第
17
章

「

自

然
科
学
的

　
認

識
論

的
立

場
か
ら

み

た

無
意

識
と
い

う

概
念
」

シ
ュ

プ

　
リ
ン

ガ

ー
・

フ
ェ

ア

ラ

ー

ク

東
京

、

一

九

九

八
。

（
5）

ユ

ン

グ

（
池

田

紘
一
・

鎌

田

道
生

訳）
『

心

理

学
と

錬

　
金

術
』

1
二

七

三

頁

人

文
書

院、
一

九

七
六

。

（
6）
エ

ン

ズ

「

ウ

ォ

ル

フ

ガ

ン

ク・
パ

ウ

リ冖
伝

記
的

序

説
」

　（
上

記
の

文
献
4
所
収）
。

（
7）

『

ユ

ン

グ

超
心

理

学

書
簡
』

（
湯

浅
泰
雄
訳∀

白
亜

書
房、

　一

九

九

九
。

。

編
集
部

注

く

lV

監

修
者
の

死
に

よ

り

翻

訳
・

編

集
作
業
が

中
断

し

て

　
い

た
が、

現

在
編
集
を

続
行
中
で

あ
る。

※

本

稿
は
『
地

球

人』

恥

5
初
出、
『

湯

浅
泰
雄
全

集

第
16
巻』

　
「

気
の

科
学
」

所
収
（
共
に

ビ

イ
ン

グ
・
ネ
ッ

ト・
プ
レ

ス

刊）

　
の

再
録
で

あ
る。

ゆ
あ
さ
・
や

す
お

一
九一
一
五

年
生

ま

れ
。

東
京
大
学
文

学
部
卒
業

。

文

学

博
士、

経
済
学
修

士。

人
体
科
学

会
会
長、
大
阪

大
学、
筑
波
大
学、

桜

美
林
大

学
等
各
教
授
を

歴

任。

著
書
に

『
身
体
論』
『

日

本

人

の

宗
教
意

識
』

他
多
数

。

「
湯

浅
泰
雄

全
集
』

が

二

月

に

完
結

。

一
一
〇

〇
五

年
一
一

月

九

日

逝

去
。

　

　
　

　

　

　慝

纛
鯲

蠹
覃

鑿
鍛
華
驚

騾
警

∴

靉
懸
軈
鏤
飜
難
講

饗
驫

、　巾曽　兜　
濤 、

　
　

　

　

　
　

　

　
ら　
え

養
掌
嚢

 

聾
蠡
サ

チ
識帆
ア

慧
7
イ

歴

　
　

　

撚
葱

纂
溶
無

讐
懿
麟

（

土

鶉
 
愁
一

邃
瓶

鍾
薪
凝…一…

蕃
蝿

珸广

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　緬

「　窄

覊
繕
織

奪
 
駄
漉

藩
攤
葉
嘗
癒
織
毒

璽

セ
ま　ほ
　
ジ

　　　　　
　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　　じへ
まお　
　ら　お
　
　
　へ　じり
ぽセセ

廟
鱗

罍
 

監

駕
鑑
亀

轟
冖

、
豊
瞹

塰ハ
3

…

　
・

∵

　．
 
3

　

　
　

　

　
　

　
’
＝恥γ
奪

　广
　・
誡“
　广

◎

編
集

後

記

　
昨
今

の

世
の

中
の

動
き

を

み

て

い

る

と、

ipS

細
胞

の

研
究
で
ノ

ー

ベ

ル

賞
を
受
賞
さ

れ

た

山
中

伸
弥
教
授
の

活
躍
が

あ

る
一

方、
科
学
者
の

指
摘

や

警
告
が

あ
っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず、

科
学
に

対
す
る

無

知・
無

理

解
か

ら

社
会
シ
ス

テ

ム

が

起
動
で

き

ず
に

大

災
害
を

引

き

起
こ

し、

そ
の

傷
を
広
げ
て

し
ま
っ

た

と
い

う
感
が

否

め

ま

せ

ん
。

そ

こ

で

今
回
は、

理

科
系
の

好

奇

心

や
創
造
性
が

今、
何

に

向
か
っ

て

い

る

か

を

特
集

し

ま

し

た
。

「

意
識
と

時
空
」

と

い

う

大

テ

ー

マ

に

そ
れ

ぞ
れ

の

立

場
か

ら

真
摯
に

取

り

組
み、

新
し
い

時
代
を
切
り

拓
い

て

い

く

力

を

感
じ

て
い

た

だ

け

た

ら

と

思
い

ま

す
。

　
今
回
は

ま

た、

時
に

は

湯

浅
泰
雄
先
生
の

言
葉
を
載
せ

て

ほ

し
い

と
い

う

希
望
に

答
え、

全

集
か

ら
ユ

ン

グ
と
パ

ウ

リ

の

対
話
に

つ

い

て
の
一

部
を
収
録
し
ま
し

た
。

湯
浅
先
生
が

哲
学
か

ら

広
い

分

野

を

見

渡
し、

明

晰
な

洞
察
を

さ

れ

て

い

る
の

に

改
め

て

感
心
し

ま

す
。

先
生
の

高

い

見
識
と

自
由
な

精
神

を

今、
と

て

も

懐

か

し

く

思
い

出
し
ま

す
。
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